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我が国では，気候変動や集中豪雨に伴う水害の発生要因を検証し，被害を最小限に抑えることを目的と

して，全国の一級河川を対象に航空レーザ測量を実施している．既存研究では，これら点群データから地

形を横断的，連続的に捉えることで，河川空間の3次元モデルを高精度に生成することができる．また，

国土交通省では，ICTの全面的な活用を推進する中で，3次元データに係わる仕様や基準を整備している．

その一つとして，河川事業に関する電子納品成果のデータ構造・形式を定めた3次元設計データ交換標準

がある．そこで，本研究では，今後普及が見込まれる3次元設計データと照合可能な3次元モデルの生成を

目的として，点群データから河川堤防の地物を推定する技術を開発する． 
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1. はじめに 

 

我が国には河川が多く存在1) し，我々の生活空間と密

接に関連している．河川の維持管理は，生活の安心と安

全を担保する上で重要である．そのため，国土交通省は，

気候変動や集中豪雨に伴う水害の発生要因を検証し，被

害を最小限に抑えることを目的として，全国の一級河川

を対象に航空レーザ測量2) を実施している．既存研究3) 

では，これら点群データから地形を横断的，連続的に捉

えることで，河川空間の3次元モデルを高精度に生成す

ることができる．また，国土交通省では，ICTの全面的

な活用を推進する中で，3次元データに係わる仕様や基

準を整備している．その一つとして，河川に関わる3次

元設計データ交換標準4) がある．同標準では，河川堤防

の縦横断形状に加え，天端，法面，法肩，小段といった

属性情報を付与したデータモデルが示されている．そこ

で，本研究では，今後普及が見込まれる3次元設計デー

タと照合可能な3次元モデルの生成を目的として，点群

データから河川堤防の地物を推定する技術を開発する． 

 

 

2. 研究の概要 
 

(1) 研究目的 

本研究では，点群データから河川堤防の形状を分析し，

河川構造物に関わる地物の推定技術を開発する．本研究

にて対象とする地物は，3次元設計データ交換標準で定

義されている属性情報に倣い，堤防天端，法面，小段，

水面とする． 

 

(2) 処理フロー 

本研究では，既存研究3) にて生成される横断図を用い

て地物を推定する．処理フローを図-1に示す．本提案手

法は，横断図生成処理と水平面抽出処理，地物推定処理，

属性付与処理の4つの処理により構成される．また，入

力データは点群データと過年度の定期横断図とし，出力

データは属性を付与した点群データとする． 

横断図生成処理では，属性付与範囲の点群データから

連続した横断図を生成する．水平面抽出処理では，横断

図の線分がなす角度angleと長さlenを確認し，閾値Tangle 

≧angleかつ閾値Tlen≦lenの線分を水平面として抽出する．

地物推定処理では，抽出した水平面から最も標高値の高
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い線分を天端，低い線分を水面とする．そして，それら

以外の水平面を小段，残った線分を法面とする．属性付

与処理では，横断図間で同じ地物として推定した線分を

接続し，その領域に含まれる点群データに各地物の属性

を付与する． 

 

 

3. 実証実験 

 

(1) 実験概要 

本実験では，河川空間における提案手法の地物推定精

度を確認する．入力データは，大和川流域において，平

成24年度に実施された航空レーザ測量成果の点群データ

と平成19年度に作成された定期横断図とする．属性付与

範囲は，河口から8.0km～8.4km地点とする．実験パラメ

ータは，事前実験に基づき，Tangle  = 10，Tlen = 0.25とした．

属性の推定結果は，目視により判断した． 

 

(2) 実験結果と考察 

属性付与結果（図-2，図-3）を確認すると，次に示

す内容が明らかとなった． 

・ 高精度に地物を推定できる点 

属性が付与された点群データ（図-2）を確認したとこ

ろ，実際の河川堤防の地物と合致しており，高精度に地

物を推定できることがわかった． 

・ スロープ等の堤防形状の変化地点で誤判定する点 

天端の点群データを確認したところ，スロープ（図-3

白枠）により天端形状が横断図間で変化しているため，

推定範囲にズレが生じる部分（図-3青枠）が見られた．

本実験では，管理断面を対象として生成した横断図間で

推定を行った．そのため，本問題は，断面間の距離が約

200m離れていることに起因する．そこで，横断図の生

成間隔を短くすることでズレの発生を防ぐことができる

と考えられる． 

 

 

4. おわりに 

 

本研究では，河川空間の点群データを用いて，堤防の

天端，法面，小段，水面を推定する手法を提案した．そ

して，大和川流域の航空レーザ測量成果の点群データを

用いて，提案手法の有用性を確認した．しかし，河川空

間には，橋梁，樋門・樋管，護岸等の構造物も多数存在

する．そこで，今後は，提案手法を改良し，推定対象の

地物を拡張する予定である． 
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図-2 属性付与結果 
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図-3 左岸堤防の拡大図 
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図-1 処理フロー 
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